
第５回 北九州市ＳＤＧｓ協議会

令和４年２月10日

北九州市企画調整局ＳＤＧｓ推進室
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Ⅰ 北九州市が目指す姿
～第２期SDGs未来都市計画～
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社会課題解決に
つながる
「持続可能な
ビジネスが

生まれ育つまち」

ダイバーシティの
推進による
「みんなが活躍
できるまち」

ＳＤＧｓを踏まえた
教育の実践による
「未来の人財が
育つまち」

環境と経済の
好循環による

「ゼロカーボンシティ
を目指すまち」

アジア諸都市を
中心とした

「世界のグリーンシティを
けん引するまち」

「真の豊かさ」に
あふれ

世界に貢献し
信頼される

グリーン成長都市

第２期（2021～2023年度）ＳＤＧｓ未来都市計画スタート

（１）北九州市が目指す まちの姿
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中小企業を底上げし、
競争力をUP！

選ばれる企業へ

「行動の10年」の中で、認知から実践へ！

（２）北九州市が目指す「地方創生SDGｓ」

行政

●少子高齢化、人口減少・経済縮小、産業構造の変化
●外部環境の変化（ESG投資、脱炭素・DX、コロナ等）

市の課題

真の豊かさにあふれる

グリーン成長都市

SDGsを原動力に経済を活性化（稼げるまち）
本業を通じたSDGｓへの貢献によって、
企業の成長と社会課題の解決を同時実現

2030年

市民 企業

SDGｓ未来都市計画で目指す姿

国・庁内の連携

各主体への支援

人材育成

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ企業
の創出・牽引

●人口・経済縮小のスパイラル
●外部環境の変化

課題

経済・社会を支える基盤である
中小企業へのSDGsの浸透

地方創生SDGｓ

SDGｓ未来基金

SDGｓ登録・認証

SDGs経営サポート ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ

消費者就職先

金融

方向性

SDGsクラブ
[市・商工会議所]

１９金融機関と連携

ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨﾎﾞﾝﾄﾞ

自治体初

46.4億円

見える化

第１期
（２０１８～）

第２期
（２０21～）
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SDGｓの
認知度
５２．３％

（2021.2）
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Ⅱ ＳＤＧｓ推進に係る取組み
（令和３年度）
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＋

●サプライチェーンから ●銀行・投資家から

●就職先として ●消費者から

ＥＳＧ投資・脱炭素の要請が急速に高まる中で、地元企業へＳＤＧｓ経営を普及

調達・雇用経済

社会

環境

労働環境

再エネ、３Ｒ

市に申請

地元企業の競争力UPによる「自律的好循環」の創出

「経済・社会・環境」を網羅した１２項目の取組

要件１

重点的な取組に、数値目標を設定

地域貢献の取組（子ども食堂、公園・道路維持等）

関連づけ

SDGｓ未来都市計画

要件２

要件３

17ゴールと
169ターゲット

取組みの見える化

登録！

選ばれる企業に！
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１－（１） 北九州SDGｓ登録制度（2021.8月創設）



登録証交付式 （2021.11）
ＳＤＧｓクラブのプロジェクト
チームがアップサイクルした
再生古紙で製作

業種別 サービス 建設 製造
卸売
・小売

金融
・保険

その他 合計

第１次 ５０ ４４ ３６ ２２ １９ ４８ ２１９

第２次 ３８ ５２ １５ １４ ８ ２６ １５３

見本
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１－（１） 北九州SDGｓ登録制度（2021.8月創設）

１９金融機関・商工会議所と連携して、企業に周知・申請支援を行い、
幅広い業種から、目標を上回る３７２事業者が参画

【計画目標（2023）：300事業者】



基金規模・
活用の幅を
拡大

美しいまちづくり基金 （2億円）

水と緑の基金 （3億円）

中小企業技術開発基金 （6億円）

地域福祉振興基金 （18億円）

環境保全基金（一部） （６億円）

既存基金５基金の統合・再編 35億円

毎年の経常的な収入 1.4億円
ふるさと納税（一定割合）など

その他の収入 10億円

公営競技事業繰入金（臨時的な増収の一部）

基金の
持続性
向上

収益金活用
の見える化

ＳＤＧｓの達成に資する事業を積極的に推進するための安定的な財源として、既存の特定目的
基金を廃止・統合し、ふるさと納税や公営競技の収益の一部を活用した基金を創設。
「グリーン成長都市」の実現を強力に後押しする新たなエンジンを創出。

ＳＤＧｓ
未来基金
の３つの
テーマ 持続可能な都市の実現

都市の緑化・ゼロカーボンの推進など

地域福祉活動の振興
女性活躍・子育て支援など

環境

経済
新たなビジネスの創出
中小企業支援など

社会

１－（２） 北九州市SDGｓ未来基金（2021.４月創設）

基金規模

46.4億円
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●ＳＤＧｓ未来都市計画に掲げた
ビジョンの推進に資する事業

基金を活用して実施する事業

（令和3年度の主な事業）

◆スタートアップＳＤＧｓ
イノベーショントライアル事業

◆ゼロカーボン関連事業

◆ＳＤＧｓ推進関連事業

（令和４年度に向け新たに検討）

◆SDGsリーディング企業の創出

・SDGs認証制度の設計

・先進プロジェクトの支援

◆デジタル人材育成

など
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「北九州市ＳＤＧｓ未来都市計画」で掲げる、ＳＤＧｓ戦略（ビジョン）達成に向けた取組を推進

するための資金調達の一環として、自治体初となるサステナビリティボンドを発行した。

ＥＳＧ債の一種であり、グリーンボンド、
ソーシャルボンドの両方の特徴を併せ持つ債券。
特徴としては、インパクト（改善効果）に関する
情報の公表や、第三者機関による評価が求められる。

サステナビリティボンドとは

環境改善

効果

社会的課題

に対処

グリーンボンド ソーシャルボンド

両方の特徴を併せ持つ債券

サステナビリティボンド

事業

●再生可能エネルギー （洋上風力発電関連事業）
●気候変動への適応 （豪雨災害等から

市民を守るための防災対策）
●汚染の防止及び管理 （廃棄物処理関連事業）
●自然環境の保全 （公園整備事業）

●エネルギー効率 （公共施設の省エネルギー化の推進）
●誰一人取り残すことなく
未来を担う人材を育成する環境整備

（特別支援学校、総合療育センター、子ども総合センター、
保育所、小中学校、新科学館の施設整備など）

グリーン

サステナビリティ

ソーシャル

活用事業のイメージ発行概要（第１回）

＜機関投資家向け＞

◆年 限：１０年債（満期一括償還）

◆発行額：１００億円

◆利 率：０．１４５％

◆発行日：２０２１年１０月２８日

＜個人向け＞

◆年 限：５年債（満期一括償還）

◆発行額：５億円

◆利 率：０．０５％

◆発行日：２０２１年１０月２８日
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１－（３） 北九州市サステナビリティボンド（2021.10月）


